
 １１月２９日第１０回「みやこんじょかわまち会議」の開催場所、川の駅公園では外の

冷たい空気とは対照的に熱い議論が繰り広げられ熱気に満ちています！！ 

「水辺の交流ゾーン」の整備内容を固める。 

川の駅公園前には移動する手段がなく、歩行者が渡れるような橋を求める声も。 

この場所は魚も底生生物も少なく、生物が住み易い多様な環境にしたい。 

樹木を残すことで日陰を作り、生き物に配慮した整備をしたい。 

 

 今回、会議は２部構成！！前半は「水辺の交流ゾーン」の模型を前にして、今後の利

用と管理について話し合いました！「右岸は木一本も生やさない、のっぺらぼうにする

の？」「イメージ図が実現すれば、利用する人は増えるなあ」「沈下橋は設置できる

の？」等々。途中事務局がストップをかけるほどに議論が白熱しました！ 
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都城かわまちづくりニュースレター  

 【問い合わせ先】  都城市役所 土木部 道路公園課   担当：田村、山元  ☎ 0986 –23 –2613 
              国土交通省 宮崎河川国道事務所  担当：工藤、石村  ☎ 0985 –24 –8221            

都城 かわ まちづくり わたしたち            の            と 

祝「かわまちづくり計画」登録！ 

  「かわまち拠点」を実際に使ってみることで、利活用の可能性をつかみ、利用のための整

備や維持管理を具体的に考えるために、５月１４日に「春の試行プロジェクト」を開催しました。  

今回は「春」ならではの心躍る企画！かわまち拠点に生えている野草や竹を探して採集、そ

の後は「天ぷら」・「おひたし」・「白和え」・「素焼き」に調理して味わってみました！ 

  まずは食料を調達に大淀川へ！指導者の助言や資料を頼りに「ホントに食べられるの？」

と皆さん不安を抱きつつ草摘み、みんなでワイワイ調理して…  そして緊張の一食目… 

             んんん！？ 美味しいっ！！！  

  不安が感動に変わり、ここからは皆さん安心して春の味覚を堪能していました。そして新

たな目玉企画誕生を実感…かわまちづくりの可能性に心とお腹も満たされた(？)のでした。 

今
後
の
予
定 

 

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
来
年
１
月

下
旬
に
第
11
回
み
や
こ
ん
じ
ょ
か
わ

ま
ち
会
議
を
行
う
予
定
で
す
。
次
回

会
議
で
は
、
「水
辺
の
交
流
ゾ
ー
ン
」

に
お
け
る
利
活
用
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
ま
す
。
歌
舞
伎
橋
の
進
捗
に
合

わ
せ
て
左
岸
側
の
話
も
計
画
し
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
「か
わ
ま
ち
づ
く
り
」の
取
り

組
み
や
、
地
域
を
活
性
化
す
る
活
動

等
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽

に
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。 

現地ワーキング後は活発に議論！ 

 夏の暑さも和らぎ、虫の音が聞こえ始めた10月12日、前回と同じく

川の駅公園にて「第9回みやこんじょかわまち会議」を開催しました。 

 今後の多目的広場における整備計画を模型を使いながら 

 

運動会やイベントなど、多目的に利用できる広場の確保を目指し、多

くの時間を費やして話し合いを重ねた結果、ついに多目的広場の設

計内容が決まりました！ 

 現在、多目的広場内には、木々や雑草が生い茂っており、広場の

利用や水際アクセスが困難な状況です。 

 しかし！今回９回目となる「みやこんじょ  かわまち会議」において、

多目的広場の整備内容について、委員の皆様から合意が得られた

ため、今後は事務局側で詳細な設計へと進みます！ 

「都城かわまちづくり検討会」と 
「みやこんじょ かわまち会議」 

合同検討会の様子 

春の天ぷら盛せ♪ 

  「かわまち拠点」の整備・利用・維持管理について、昨年度に

「みやこんじょ かわまち会議」の皆さんで話し合って決めてきたこと

を整理し、計画の更新内容を「都城かわまちづくり計画書」に反映

しました。更新内容は５月１７日に開催された合同検討会にて「都

城かわまちづくり検討会」に報告して承認をいただき「都城かわま

ちづくり計画書（平成27年度版）」として更新されました。 

 誰もが日常的に利用できる広場空間を目指し、多くの時間を費や

し話し合いを重ねた結果、ついに多目的広場の設計内容が決まり

ました！ 

 意見シートでは「回が進むにつれてカタチになっていくのが楽しみ

です。」といった意見からも、多目的広場の設計が決まったことによ

り、今後の議論がさらにヒートアップしそうです。 

 

 

 

 

 

 

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
こ
の
試
行
イ

ベ
ン
ト
や
合
同
検
討
会
で
議
論
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
立
体
模
型
を
使
い
な

が
ら
、
最
終
的
な
整
備
の
か
た
ち
を
決

め
て
い
く
会
議
を
６
下
旬
月
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。 

 

こ
の
「か
わ
ま
ち
づ
く
り
」の
取
り
組

み
や
、
地
域
を
活
性
化
す
る
活
動
等
に

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
下
記

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

さ
あ
「
水
辺
の
交
流
ゾ
ー
ン
」
の
話
を
し
よ
う
！ 

 やはり、実物を目にしたからでしょうか？現場を見た

後の会議では、委員からは「洪水が発生した場合の対

処は？」「駐車場スペースは？」「水際の草刈は？」「イ

ベントをする際の管理は？」といった広場の具体的な内

容に対する質問が次々にされ、多目的広場への熱意を

滲ませました！ 

 今後は、出てきた意見をベースに設計や模型作りが

はじまり、さらなる議論のヒートアップが期待されます。 

現場を見た後の議論は普段より熱気を帯びた様子！ 

 意見シートでは「回が進むにつれてカタチになっていくのが楽しみ

です。」といった意見からも、多目的広場の設計が決まったことによ

り、今後の議論がより一層ヒートアップしそうです。 

会議で話し合った内容が委員の手により再現されていきます。 

大淀川 

委員の皆様全員で現地へ向けて 

 現在、川の駅公園から右岸側へ辿り着くには、

歌舞伎橋を渡るなどして、遠回りしなければなら

ず、アクセス面で問題があり、非常に利用しづらい

状況です。 

 この場所は整備されない状況では、竹や草が生

い茂り、とても日常的に利用できる環境ではあり

ません。 

八幡町 

八
幡
町 

 「みやこんじょかわまち会議」の試行プロジェクト第３弾！ 10月29日に

川の駅の目の前、「水辺の交流ゾーン」で環境学習会を開催しました♪ 

 川の駅公園のそばにあって身近なようで、意外と知らないことが多い

「水辺の交流ゾーン」をテーマに、ウォーキング・魚の観察・水生生物観

察、そして恒例の河川敷ＢＢＱを実施しました！ 

 当日は天候にも恵まれ、開会には平岡委員長も駆けつけてくださいま

した。川の駅対岸は初めて足を踏み入れた方も多く、険しい竹藪になっ

ていましたが、地元の間ではコサンダケの採集場所として重要なのだと

か。魚の観察では、ベテラン委員の方は特に、大淀川の魚たちとの数十

年ぶりの再会に感激！童心に帰って魚たちを観察されていました♪ 

粘土をコネコネ♪ 想いをカタチに！ 

大淀川のほとりにパラソル・ベンチが登場！ 
（パラソルはイベント時のみ登場します） 

川の駅公園前「水辺の交流ゾーン」の現在・・・ 

大淀川に足を運び現地状況を確認！ 

カモがいる！！ 

川の駅をスタートし、大淀川沿いや周辺拠点を散策。 
見所・動植物の説明を聞き、自然観察もできました！ 

水辺の交流ゾーンぐるっとウォーキング！ 

「かわまち拠点」に棲む魚類と水生生物たち 

雨
は
ニ
ク
イ
が
ニ
ク
は…

…
 

ウ
マ
イ
！ 

 

「や
ろ
う
」と
決
ま
っ
た
次
の
次
の
土
曜
日
。
ど
ん
よ
り
と
し
た
天
気
の
中
、
か
わ
ま
ち
拠
点
を
利
用
し
た
試
行
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
川
の
駅
を
中
心
と
し
た
か
わ
ま
ち
拠
点
の
利
活
用
の
可
能
性
を
つ
か
み
、
必
要
な
整
備
や
、
で
き
あ
が
っ
た
後
の
維

持
管
理
の
方
法
を
具
体
的
に
考
え
、
さ
ら
に
、
委
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

生徒「どうですか！？教授？」 
平岡教授「うーん・・・」 

当日はとっても良い天気♪ 

平岡委員長から開会ご挨拶 

川の駅対岸のあぜ道を歩きます 整備内容を再確認して… 

合流点の水路付近は、険しい 
竹藪になっていました 

対岸から見る拠点の風景は
また違う味わいです 

皆さんで水生生物採集！ 川の水の透明度を測ります 

捕まえた魚類・水生生物の 
観察♪楽しい観察でした♪ 

一番多く捕れたオイカワ。地
元ではハエと呼ぶそうです！ 

教授「違う違うそうじゃない」 

大淀川沿いには、川

を眺めながら休憩で

きるようにパラソル

とベンチが設置され

ています。 

秋の試行プロジェク

トに合わせて出店し

てくれたクレープ屋

さん「CREAM+ちょ

いかふぇ」さん。ご

ちそうさまでした！ 

。 試
行
イ
ベ
ン
ト
で
体
験
し
た
こ
と
を

ベ
ー
ス
に
、
水
辺
の
交
流
ゾ
ー
ン
の
整

備
内
容
を
協
議
し
て
決
め
る
た
め
の
会

議
を
11
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
い

よ
い
よ
「か
わ
ま
ち
拠
点
」の
整
備
の
形

が
決
ま
り
ま
す
！ 

 

こ
の
「か
わ
ま
ち
づ
く
り
」の
取
り
組

み
や
、
地
域
を
活
性
化
す
る
活
動
等
に

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
下
記

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

●川の駅公園にキッチンカー そして パラソル・ベンチが出現！ 

 川の駅公園では、大淀川をゆっくり眺めることができるパラソル・テーブル・ベンチ

が設置されています！そして、秋の試行プロジェクトでは、公園敷地内にクレープ屋

さんが開店！利用者の皆さんは、パラソルの下でクレープやキャラメル・マキアート

を片手に、優雅に憩いのひと時を過ごされていました♪ 

  会議で出てきた意見を基に、具体的な

整備イメージを掴んでいただくため、委員

の皆さん自らの手で粘土をこねて、「水辺

の交流ゾーン(右岸)」を再現してもらいまし

た。「形はこんな感じかな？」「この場所で、

環境学習が出来るように」等々、人と自然

が共存できる川づくりを目指し、将来の整

備イメージを互いに共有することで、概ね

の形状を作成し、合意が得られました♪ 

ワーイ 

できたー♪ 

平岡教授も参戦！！ 

教授「いいだろう」 「よーし！つくるぞー！！」 

右岸側が整備され散策路が敷設さ

れることで、利用者の利便性が高

まります。 

 「水辺の交流ゾーンは」川の駅公園前左岸と右

岸(萩原川と合流付近)に位置しており、特に右岸

側は手つかずの状態で竹林が茂り、見通しも悪い

です。河床は砂質で魚も少なく、改善の余地があ

ります。 

水辺の交流ゾーン い ま 

  

八幡町 

西 町 

甲斐元町 

位置図   

岳下橋   

川の駅   

大
淀
川

   

日豊本線   

萩原川   

梅北川   

国道１０号   

都城地区   

試行 開催 

ポイント   

岳下鉄道橋   

 
 

 

会
議
で
出
た
意
見
を
基
に
作
成

さ
れ
た
右
岸
側
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。 

 

今
後
こ
の
場
所
で
環
境
学
習
が
実
施

で
き
る
礫
河
原
や
、
ア
ク
セ
ス
向
上
を

見
込
ん
だ
置
石
の
設
置
な
ど
、
人
と
生

き
物
が
共
存
で
き
る
環
境
が
再
現
さ

れ
て
い
ま
す
。 

大
淀
川 

岳下鉄道橋 

岳下橋 

萩原川 

川の駅 

国道10号 
位置図 

梅北川 

日豊本線 

都城地区 

水辺の交流 
 ゾーン 

●右岸側へのアクセスが不便！ 

 右岸側へ辿り着くには遠回りしなければならず、

非常に不便という状況です。そんな経緯もあり、

委員の皆様からはアクセス向上を求める声が多く

聞かれます。 

 今年も残すところあとわずか。外の空気もすっかり冷えこみ、本格的な冬の到来を予

感させます。しかし！！１１月２９日第１０回「みやこんじょかわまち会議」の開催場所、

川の駅公園では外の冷たい空気とは対照的に熱い議論が繰り広げられ熱気に満ちて

います！！ 

「水辺の交流ゾーン」の整備内容を固める。 

川の駅公園前には移動する手段がなく、歩行者が渡れるような橋を求める声も。 

この場所は魚も底生生物も少なく、生物が住み易い多様な環境にしたい。 

樹木を残すことで日陰を作り、生き物に配慮した整備をしたい。 

 

 今回、会議は２部構成！！前半は「水辺の交流ゾーン」の模型を前にして、今後の利

用と管理について話し合いました！「右岸は木一本も生やさない、のっぺらぼうにする

の？」「イメージ図が実現すれば、利用する人は増えるなあ」「沈下橋は設置できる

の？」等々。途中事務局がストップをかけるほどに議論が白熱しました！ 

 

11
月
29
日
、
す
っ
か
り
冬
の
到
来
を
感
じ
る
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
第
10
回
み
や

こ
ん
じ
ょ
か
わ
ま
ち
会
議
の
会
場
、
川
の
駅
公
園
で
は
、
都
城
の
人
と
自
然
、
歴
史
文
化

が
交
流
す
る
「か
わ
」と
「ま
ち
」づ
く
り
に
向
け
、
「水
辺
の
交
流
ゾ
ー
ン
」
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
熱
い
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
！ 

 

会
議
で
は
、
「出
水
時
に
魚
の
隠
れ
場
と
な
る
よ
う
な
石
を
水
際
に
置
い
て
ほ
し

い
！
」「苔
が
つ
く
こ
と
で
魚
の
餌
に
も
な
る
の
で
、
出
来
る
だ
け
石
を
置
い
て
ほ
し
い
。
」

「面
積
は
ど
の
く
ら
い
削
る
の
か
？
」等
々
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

十
月
、
「水
辺
の
交
流
ゾ
ー
ン
」に
お
い
て
、
試
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
生

生
物
の
観
察) 

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
会
議
で
は
整
備
に
関
す
る
具
体
的
な
意
見
が

数
多
く
交
わ
さ
れ
ま
し
た
！
整
備
後
、
大
淀
川
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
多
く
の
人
々

が
集
う
日
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 皆さんで作った模型は、水際の傾斜をゆる

やかにして人が近づきやすくすると共に、生

き物の棲家となるような、多くの石を置くこと

で水辺に多様な流れをつくり、人と生き物が

共存できる環境が表現されています。 

会議で出た意見を基に作成された「水辺の交流
ゾーン」（右岸側）のイメージです。 

大淀川 萩原川 

川の駅公園の前面に広がる大淀川  

 川の駅公園の前面に広がる大淀川「水辺

の交流ゾーン」。この右岸側は手付かずの環

境で、自然のままの状態では竹や草が生い

茂り人が立ち入りにくい場所になっています

が、地域の大切なコサンダケ採りスポットにも

なっている場所です。 

 また、水際の環境は流れが単調で、生き物

が棲める環境が比較的少ない状態です。 

そのため、生き物が住み易く、人も安全に利

用できるような河川空間が求められています。 

 

十
一
月
二
十
九
日
、
第
十
回
「み
や
こ
ん
じ
ょ
か
わ
ま
ち
会
議
」
の
会
場
、
川
の
駅
公
園

で
は
外
の
冷
た
い
空
気
と
は
対
照
的
に
熱
い
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
熱
気
に
満
ち
て
い
ま

し
た
！ 

 

「出
水
時
に
魚
の
隠
れ
場
と
な
る
よ
う
な
石
を
水
際
に
置
い
て
ほ
し
い
！
」
「川
の
駅
公

園
前
に
移
動
す
る
手
段
が
欲
し
い
！
」等
々
、
十
月
、
「水
辺
の
交
流
ゾ
ー
ン
」
に
お
い
て
、

試
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
生
生
物
の
観
察) 

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
会
議

で
は
整
備
に
関
す
る
具
体
的
な
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
場
所
は
生
物
も
少
な
く
、
環
境
的
に
も
単
調
な
た
め
、
整
備
を
す
る
こ
と
で
人
と
、

生
物
が
住
み
易
い
多
様
な
環
境
に
な
る
よ
う
今
後
も
協
議
が
続
き
ま
す
。 

 

 今後、この場所で環境学習が実施できる

礫河原や生物の住み家となる石の配置、ア

クセス向上を見込んだ置石の設置など、人

と生き物が共存できる環境が再現されてい

ます。 

 

十
一
月
二
十
九
日
、
第
十
回
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
か
わ
ま
ち
会
議
」
の
会
場
、
川
の
駅
公
園

で
は
外
の
冷
た
い
空
気
と
は
対
照
的
に
熱
い
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
熱
気
に
満
ち
て
い
ま

し
た
！ 

 

「出
水
時
に
魚
の
隠
れ
場
と
な
る
よ
う
な
石
を
水
際
に
置
い
て
ほ
し
い
！
」「防
犯
上
、
影

に
な
る
部
分
は
つ
く
ら
な
い
方
が
良
い
が
、
木
は
一
本
も
生
や
さ
な
い
の
か
？
」「
整
備
し

た
後
に
は
様
々
な
人
が
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
も
ル
ー
ル
作
り
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
」等
々
、
十
月
、
「
水
辺
の
交
流
ゾ
ー
ン
」に
お
い
て
、
試
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
生
生
物
の
観
察) 

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
会
議
で
は
整
備
に
関
す

る
具
体
的
な
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
回
を
重
ね
、
イ
メ
ー
ジ
が
固
ま
る

に
つ
れ
委
員
た
ち
の
熱
も
、
よ
り
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
そ
う
で
す
！ 

 皆で作った模型は、水際をゆるやかにして

近づき易くすると共に、生き物の棲家となる

ような、多くの石を置くことで水辺に多様な流

れをつくり、 

 

水辺に生えている草や木々、水路付近で

茂っているホテイチク等を刈り取り、水辺へ

のアクセスを高め、生物の住み家となるよう

な石の配置など、人と生き物が共存できる

環境が再現されています。 

 

十
一
月
二
十
九
日
、
す
っ
か
り
冬
の
到
来
を
感
じ
る
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
第
十
回
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
か
わ
ま
ち
会
議
」の
会
場
、
川
の

駅
公
園
で
は
、
都
城
の
人
と
自
然
、
歴
史
文
化
が
交
流
す
る
「か
わ
」と

「
ま
ち
」づ
く
り
に
向
け
て
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
！ 

 

会
議
で
は
、
「
出
水
時
に
魚
の
隠
れ
場
と
な
る
よ
う
な
石
を
水
際
に

置
い
て
ほ
し
い
！
」「
苔
が
つ
く
こ
と
で
魚
の
餌
に
も
な
る
の
で
、
出
来
る

だ
け
石
を
置
い
て
ほ
し
い
。
」「面
積
は
ど
の
く
ら
い
削
る
の
か
？
」等
々

の
意
見
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

十
月
、
「
水
辺
の
交
流
ゾ
ー
ン
」に
お
い
て
、
試
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
水
生
生
物
の
観
察) 

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
会
議
で
は
整

備
に
関
す
る
具
体
的
な
意
見
が
数
多
く
交
わ
さ
れ
ま
し
た
！
整
備
後
、

多
く
の
生
き
物
が
大
淀
川
で
見
ら
れ
る
日
が
望
ま
れ
ま
す
。 

かわまち会議委員の最若手！南九州大学生のお

二人に粘土模型の作成を担当してもらいました。 


